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結核 菌感染試験知 見補遺

第三編 家兎経腸感染試瞼
(昭和16年7月30日 受領)

慶應義塾大學醫學部細菌學敢室(圭任 小林敏授)

加 藤 銀 治RB

牛 場 大 藏

植 村 小 三 郎

r、 緒 言

著者ハ第一編二於 テ結核症 ト實験的「チフス」姓

疾患 ノ相似性昌言及 シ、爾疾患二關 スル實験的

研究ハ相李行 シテ行ハルベキヲ述べタ。「チフ

ス」性疾患デハ病原菌ガ腸或ハ其 ノ他 ノ部 ヨリ

盤内二侵入スレバ、局所淋巴腺二先 ヅ病竈 ラ形

成 シ、菌ハ舷デ増殖 シテ、其 ノ部 ヨリ同一腺内

又ハ他 ノ臓器二蓮バレテ、其 ノ部 二第二次病竈

テ作ル.(輌 ガ、此 ノ事實ガ結核菌二於 テ認 メ

ラレルヤ否 ヤ。著者 ノ白鼠二人型結核菌 ラ皮下

接種 シタ實験(第 一編)デ ハ結核菌特二人強株バ

局所淋巴腺 二於テ特二増殖 スルコトナク通過 シ

テ、骸内 ヨリ全 ク菌テ謹明 シ得ザル或ル期間ノ

後二、全身二第二次病竈 ヲ形成 シタ。而テ牛型

菌デハ局所淋巴腺二引績 イテ全身二撒布 サレ、

其 ノ後淋巴腺 デ特二」曾殖 シタ。又「マウス」皮下

接種 シタ實験(第 二編)デ ハ人強株、牛弱株ハ局

所淋巴腺 テ越 エズ。人弱株、牛強株ハ局所淋巴

腺 テ越エテ全身撒布 テ起 スガ、特晶燈内デノ著

明 囎 殖テ起サナ仁 け 知 ツタ・依 ツテ纏

験デノ・家兎二於テ経腸的二感染 セシメタ揚合如

何 ナル縄路テ以 テ撒布サレルカテ培養法ニヨツ

テ追求 シタ。

二、實験方法

(1)試 獣 ・
.禮 重1・5冠 内外 ノ鯉 康家 兎、4

糧 薔「ツベル ク リン」液o.1蝿 テ皮 内二注

無 反慮 ナ リシモ ノテ使用 ス。

(2>供 試 結核菌 株、當教室保存、5%「 ク

リン」肉汁培地 二 累代纏績 シタ人型、牛

株 各1株 テ用 フ似 下人強株、牛強株 ト稽

(3>感 染 菌量、5薩 菌量即 チ1竈 ノ菌 ヲ1

滅 菌生理的食盤 水二李等 昌浮游 セ シメ タ液5耗

テ用 フ。

(4)接 種 法、1日 繕 食 セ シメタ後 木製、開 口器

テ通 シテ、 「ネラ トン、カテーテル」5號 テ約30

糎 播 入 シ、菌液5耗 テ注 入、次 デ食盤水10蝿 デ

「カテーテル」内 ノ菌液 テ洗 ヒ出 シタ後
、静 カニ

「カテーテル」テ除去 ス
。

(5>検 査 法、斯 クノ如 ク接種 シタ後、 盟重 ラ

計量 シツツ、食慾 元氣等 ノ攣化 ラ親察 スノレー・

方s1週1頭 乃至2頭 ラ撲 殺 シテ、各淋 巴腺、

主要臓 器 ヲ無 菌的 二取 リ出 シ、肉眼的観察 テナ

シタル後、淋 巴腺 ハ全 部
、臓 器 バー部分 テ滅菌

乳鉢、乳棒 一=.テ充分磨細 シ、約5倍 量 ノ5%硫

酸 水(容 量比)ラ 加 へ30分 後 毎分3000同 廻 韓

遽心器 ニテ・20分 問逡心沈澱 シ、其 ノ沈渣 ノ上

層 テPetragnani氏 培 養基2本 鵡不洗浄 ノマv

塗布 ・試験 管 ロデ バ ラフィンJ・xテ封 ジ
、37度

ノ解卵器 二牧 メ・2ク 月間観察 ス。 心血 ノ培養

ノ・硫酸 「ペ プシンj法 晶 ヨル{3)
。

(6)成 績 記載法、表 中 ノ記號 ハ 次 ノ如 ク・:一シ
'タ
。淋 巴腺 ノ稽 ≧肥 大 シテヰル ト思 バ レルモ ノ
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(十)・ 明 カニ肥大 シテヰルモ ノ(升)、 顯著 ナ肥 ツク」字十記號 晶テ表 シ
、ソノ右 下側 部 ノ敷字ハ

大 テナ スモ ノラ㈱ トシ陪 養成績馳 ラ「ゴヂ 集蔽 ラ示 シタ。室欄ノ・所見陰　生ノモ ノデ アル
。

三 、

〈1)第1同 實験(第1表 滲照)

牛強株(24日 間培養)、人強株(25日 間培養)ノ培

養試験管壁二接 シタ皮薄 ナ菌膜 テ滅菌濾紙 ノ上

晶 トリ、菌苔 ノ水分 テ吸牧 シタ後計量、滅菌環}璃

乳鉢内・・…テ李等菌浮游液 ヲ作 リテ、2時 間以内

・=・接種 テ完了 シタ。接種菌液 テPetragnani氏

培養基 二培養スレバ3週 後二菌苔テナシテ登育

スル。第1同 實験 デハ毒力及ビ時間的差異 一=ヨ

ル病墜 ノ相異テ知 ル目的 ノタメニ、人強株、牛強

株 ノ雨株テ別個二接種 シ、接種後2週 間以内ハ

2--3日 間隔へ 其 ノ後ハ1週 又ノ、2週二、1頭

宛剖検 シタ。家兎ハ結核菌接種二依 リ特別 ノ障

碍 ラ蒙ル事ナク、食慾モ特二減弱 スルコトガナ

イ。接種後下痢或ハ其 ノ他 ノ特別ナ症歌 ノナイ

例 デハ特二艦重 ノ減少 スル傾向モナク、多 クノ・

輕度ナガラ壇加 スル。淋巴腺特二腹腔 内淋巴腺

二輕度 ノ腫脹 テ1週 目カラ認 メb4-5週 目二最

モ著明ナ腫脹 テ認ル。然 シ蓋 ク髄様腫脹 ヂ、肉

眼的二結節、乾酪愛性又ノ・出血等 ノ所見ハ認 メ

ラレナヵッタ.淋 巴腺 ノ腫脹程度 ト毒カ ノ差異

トノ闘係ハ著明デハナカツタ。臓器 ノ肉眼的所

見ハ毒力 ノ差二依ル相異ガ顯著デアル。牛型菌

接種群デハ10日 目er・=肺二 小出血斑 テ各所 二

認 メタ(No・9)。4週 目(No.15)ニ ハ肺 二著明

ナ病竈ガ現バ レル.即 チ右上葉二特 二多ク、左

上葉及 ビ右下葉二少 イガ、留針頭大 カラ小豆大

ノ圓型叉ハ開花状 ノ周園 トハ鋭利 二塵謝サレタ

淡紅色ノ多少周園組織 ヨリ浮腫状二腫脹 シタ病

竈 ガアリ、其 ノ中央ハ灰白色 ラ呈 シテヰル。割

面 デモ同様 ノ病竈 ガ右上葉 デハ割面 ノ全般ユ多

久 左上葉及ビ右下葉 デハ表在性二少 ク散在 ス

ルノヲ見 タ。同例 ノ脾ハ特二腫木 セズ、結節モ

認 メラレナイ。叉肝ニモ肉眼的漿化ハナイ。第

5週(N・ 。17>ノ右肺バー般ユ硬 ク、塵 々二乾酪

竈ガ アリ、乾酪竈以外 ノ部ハ赤色 ヲ呈 シテヰル。

實験成績

左上葉 ノ・多少貧血性 二見工、小結節 ヲ認 メル。左

下葉 ニハ右肺 ノ如 キ乾酪竈 ガ ア リ且 左肋膜腔 ニ

ハ浸 出液 ガ謹明 サ レタ。 同例 ノ脾 ノ・腫脹 シテハ

ヰナ イガ、小結節 ガ多数 工認 メ ラレル。肝 ニハ肉

眼 的所見 ヲ鋏 如 ス。第7週(No.19)ノ 肺 ノ・左上

葉、右 下葉 二薮個 ノ結 節 ノ癒合 シタ如 キ珠子歌

ノ小 ナル白斑 ガ2ケ 所見受 ケ ラレタ。然 ルA人

型菌接種群 デノ・第7週(No.20)A到 ツテ、初 メ

テ肺 二肉眼的髪化 テ示 ス。 即 チ右上葉昌留針頭

大、開花状 ノ扁李 二隆起 シタ病慶 ガ藪個 アリ、表

面ノ・寧 ロ灰 白色 デ、隆起 ノ周園 二細 イ淡紅色 ノ

帯 ヲ有 シテヰル。第9週(No.22)ノ 左 上葉 ・・.同

様 ノ病竈 ガ数個 アルガ、肝、脾 ニハ著攣 ガナイ。
え

培 養所見 デノ・肉眼的所見 ト同様 二牛型菌 ト人型

菌 トノ間二顯 著 ナ相異 ガ ァル。即 チ牛型菌接種

群 デノK第3週 迄全淋巴腺、臓器及 ビ血液 カラモ

全 ク菌 テ謹 明 シ得 ナ カツタガ、4週 目(No.15)

ニ ノ、殆 ド縮 テノ淋 巴腺 及 ビ臓 器 カ ラ陽性成績 ラ

得 タ。特 二肺 門腺及 ビ肺 カラ多歎 ノ菌 ガ謹明出

來 タ。第5週(No.17)モ 同様 ノ成績 デ アツタ

ガ、第7週(No.19)デ ノ・全 ク陰性、第9週(No.

21)デ ハ 肝門腺及 ビ頭部腸 間膜腺 ノ ミカラ可成

多数 ノ菌 ガ謹 明出來 タ。然 シ人型 菌接種群 デハ

3週 迄淋巴腺、臓器、血液等 カラ全 ク陰性 デァル

コ トノ・牛型菌 ト同様 デ アルガ
、4週 目(No.16)

ニ ノ・肺門腺 二菌 ラ謹 明 シタノミデ アル
。而 テ第

7週(No.20)、 第9週(No.22)ニ ノ・肺 ノZカ ラ

陽性成績 テ得 テヰル。

以上 ノ成績 カラ 牛型菌、 人型菌間 二 肉眼的轟

モ・培養的所 見ニモ著 明 ノ差異 ガアルコ トラ知

ッタ。即 チ肉眼的所見 ノ・雨型 トモ肺 二著 明 デア

ツテ・肝 ・脾 ニノ・殆 ド訣如 スル コ トノ・相似 シテ

ヰルガげ牛型 菌接種 群 デノ・人型菌接種群 昌比 シ

テ早期且顯 著 二現ノ、レル。培 養的 昌ハ牛型菌接

種群 デハ4-5週 聞 デ全 身撒布 テ起 シ、 第9週

嚇
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第2表 結 核 菌 家 兎 纒 腸 感 染 實 験 成 績
乳

生 存 期 間 1週 2週 3週 4週
'

5週

試 獄 番 號 23 24 25126 27 28 29
…

30 31 32

翻

髄 重(竜)
1.97

↓

1.78

1.79

↓
1.33

1.80

↓

2.12

1↓
1.84i2.03

2.25

↓

2.21

1.81

↓

2.10

1.59

↓

1.72

2.00

↓

2.28

1.99

↓

2.05

ゴ93

↓
2.06

淺 頸 部 腺 (十) (+) (+) (十D (甘)

十2

(督)

十 霧

(十)

深 頸 部 腺
～

(十) (+) (赫)

腋 窩 腺 (十)・ (十) (十)
…

(+) (十)
十 裏
(+) 十
3

(柵)

十 ユ

(什)

頸 都 胸 骨 腺 (+) (十) (+) (十)
十 三〇

(+)

十3 十2

(十)

肺 門 部 腺
…

(十) (柵) (甘)
i

(柵)K柵)

十 董o

b

肝 門 腺 (+) (+) (+)

十i2

(十)
十憩
(柵)

十16

(十)

頭部腸間膜腺 (十) (十) (十)
楓 十 、,

(十)
'十 旛
(十)

十4

(十)

華

左 結 腸 腺 (十)
鞘

(十) (粁)
+4 十雛 十8i

(+)

鼠 齪 腺
楠

(十) (+) (+)

→「1+・

(惜)

十1。

K紛

肺 li

肝
十4 十16

脾
十繕 十3 十8

記{

き

事{

下
痢

ξ

右肺小
肺上豆
下葉大
葉背結

諄副醐

右二型
肺留結

背大

右二白五
肺小斑箇

鑛;辮
面形核

禁
葎
農

デ腹腔 内淋巴腺 二限局 スル様 ニナル.人 型菌接

種群 デハ4週 目 ニハ 肺 門腺 二;iieE明サ レル ノミ

デ、7週 、9週 二到 ツテ肺 二詮 明 サ レル檬 ニナ

ル。即 チ人型菌 ノ撒布 ハ牛型菌 ヨ リ著 シク邊 イ

様 デ ァルガ、雨型 テ通 ジテ或 ルー定 ノ進展路 ガ
ぜ ま

アルガ如 ク思バ レル。 依 ツテ第2同 實験 ノ、牛 強

株 ノ長時間培 養 ノモ ノヲ使 用 シタナ ラバ、 コノ

雨者間 ノ成績 ガ得 ラ レル ノデハナイカ ト想定 シ

テ行ハ レタ。

(2)第2同 實駒(第2表 蓼照)

牛 強株》38日 聞培 養、 塊状瑳育 テナ シ、一部 ハ

試 験管底 二沈澱 シテヰル。 コノ塊状登育 テセル

菌塊 テ以 テ菌液 ヲ作製 シ、接 種 シタガ第1同 實

験 同様家 兎ハ特別 ノ障碍 ヲ蒙 ラナ イ。 毎週2頭

テ剖検 スルニ、淋巴腺ノ・3週 迄特 二腫脹 テ來 サ

ズ、4週 以後 二肺門腺、 肝門腺、 時二腋 窩腺、

鼠踵腺等 二髄様腫脹 テ示 シタガ、肉眼的二結節、

乾酪攣性ノ、認 メ ラ レデカ ツタ。4週 以後 ノ例

(No.29、30、31>ノ 肺 二於 テ第1同 實験 二於 テ

認 メタ ト同様 ノ病竈獄 偶 ト多薮 ノ粟粒 大結 節 テ

認 メタ。其 ノ各例 ノ脾 ハ多少腫大 シ、割面 デハ

著明 ナ 結節 ハ ナカッタガ、 穎粒 状 テ 示 シテヰ

タ。培 養所 見 デハ第4週 以後 二第1同 實験 ト同

様 二全 身二結核菌 ノ撒布 サ レテヰル ノヲ認 メタ
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ガ、謹明 サ レル菌敷 ハ第1同 ノ夫 レヨリハ少 ナ

カ ツタ。

(3)臓 器組織 墾所見

第4週(No.15)ノ 肺 、肝、脾、頭部腸間膜腺 ノ

ー部 テ1σ%「 ホルマ リンJ液 固定
、rパ ラフ,ン 」

包埋、 「ヘ マ トキシリン、エ オヂン」染色及 ビ「チ

ー ル、 ネル ゼ ンJ結 核菌染色法 テ行 ッテ 検鏡 シ

タ。

(イ〉肺、到ル所大小種々ナ結核結節 ガアル。其

ノ大ナルモ ノハ多激 ノ小結節 ガ融合 シテ生 ジタ

モノデ、各結節 ノ中心部ノ・著明ナ壌死二陥 リ、

又一部ハ乾酪化 シテヰル。壌死層 ノ周邊部二於

テ類上皮様細胞 ノ増殖テ認 メルモ、亘態細胞 ノ

出現二顯著ナラザルカ、殆 ド之 ラ鋏 クモノモア

ル。類上皮細胞暦 ノ周縁部 乙淋巴球性浸潤ハ顯

著ナラズシテ、結締織芽細胞 ノ増殖認 メラレ、

又之等細胞二混 ジデ梢 ζ著明ナ分葉核白血球 ノ

浸 出 ガ アル。 又或部 二於 テハ肺胞 内 二多激 ノ大

軍核細胞浸 出 ス.結 核結 笛内ニハ無藪 ノ結 核菌

テ謹 明 ス。

(切 脾、脾髄稻 ヒ檜 殖 シ、濾胞ノ・小 トナル。脾

髄及 ビ濾胞 トノ境 界部 附近 二小 ナル結節歌上皮

檬細胞性壇殖認 メラ レルモ、未 ダ中心部 イ壌死

或 ノ、乾酪様攣化等 二陥 ルモ/ノ 、ナ イ。脾髄 二於

テノ・脾髄細胞 ノ肥大 セルモ ノ多 ク、 「ヘモヂデ

リ ンソ 出現梢 く著明 トナ リ、叉脾髄 ノ所 ニ ョ

ヅテノ・少撒 ノ分葉核 白血球 ノ集籏 シタモ ノガァ

ノレo

(ハ)肝 、 グ リソン氏 鞘二於 テ小圓形 ノ細胞及 ビ

組織球性細胞 ノ輕度 ナ浸潤 、増 殖 テ認 メルモ、

結核結節 ハ出現 セズ。 クツペ ル氏星苦細胞 ガー

部肥大 シテヰル モ ノガ アル。

(二)頭 部腸 間膜腺、結核結節 ハ全 ク認 メザル モ、

網獣織細胞 ノ梢 ≧肥 大 セルモ ノ認 メラル。

四、総括及 ビ考案

文献 ニ ョ レバ腸管 内二逡 入サ レタ結核菌 ノ、腸管

淋 巴濾胞 ヨ リ囁取 サ レ(編ノ、進 入局所 二 攣化 テ

起 サズ(卵 糊 、腸或 ハ腸 間膜 腺 テ通過 シテ、肺、

聾氣管枝淋 巴腺 或ハ 肝 二 病竈 ヲ 形成 スル ト云 フ

{9}ctex12Xtg
。 然 シ此等 ハ 多 クノ・組織學的検索 兇

之 テ培養 ニ ヨツテ謹明 スル試 ミハナサ レテヰナ

イ。且菌接種法或 ノ・察観法 二完袴 トハ云 ヒ得 ナ ・

イ。著者 ハ前述 ノ方法 ニ ヨ リ此等實験 ノ鋏黙 ノ.

一 部 テ補充 シ得 タ
。著者 ノ探用 シタ接種法 ノ・扁

桃 腺或 ハ鼻 腔 カラノ感染 ノ、否定 シ得 ナ イガ、一

般 二結核菌 ハ侵襲後1週 聞ニ シテ病竈 テ作 ル ト

信 ジラ レテヰル ガ、實験成績 ニヨ レバ3週 迄頸

部淋 巴腺 ノ総 テ カラ菌 テ謹 明 シ得 ナカツ タノデ

此 ノ懸念ハ細心 ノ注 意 テ排 フ コトニ ヨ リ或 ル程

度迄 必要 ナ イモ ノ ト考ヘ ラ レル。 直接 肺感染 モ

接種 後直 チニ肺 炎 ヲ惹起 スル タメ除外 シ得 ル ト

思 フ。経腸感染 ニ ヨリ肉眼的 二肺 二最 モ顯著 ナ

攣 化 ガア リ、組織 學的検索 ニテモ肺 二最 モ陳萬

ナ病竈 ガアリ、培養所 見ニテハ肺及 ビ肺門腺 二

最 モ多撒 ノ菌 ガ詮明 サ レ、且菌壇殖 ガ行ハ レタ

ゴ トラ示 シテヰル。印 チ肺及 ビ肺門腺 ガ第一次

病竈 ノ如 ク感 ぜ ラレル。腸 管 カラ侵 入 シタ結核

菌 ガ弦 二到達 スルニハ血行性 ト淋 巴管系 ノ雨経

路 ガ考ヘ ラ レル。著者ノ・心血培 養 二依 テ菌 ノ・讃

明 シナカツ タガ、 文Wt{6Xt。1脚鉱 依 ル 如 ク、撒

時聞内二門賑血 二菌 ガ護明 サ レルナ ラバ、肺ニ

ハ3週 以内 二確 實 二菌ノ・謹明 サ レルデ アロウ ト

想像 サ レル。淋 巴管 系 ノ経路 ニテノ・腸管 ヨ リ腹

腔内淋巴腺 、乳魔管、胸管 ヲ経 テ、静脈 二入 リ、

小循覆系 ニ ヨリ肺 二達 スル ト想像 サ レル。著者

ノ・腹腔 内淋巴腺 ノ髄様腫脹 ハ認 メタガ、全身撒

布 テ起 シタ4週 迄 ノ、、頭部腸間膜腺 ノー部 ヲ培

養 シ タコ ト及 ビ檜菌法 テ試 ミナカ ヅタ手技上

ノ不備ハ アツ タガ、菌 ラ腹腔 内淋巴腺 カラ謹明

シ得 ナ カヅ タ。 ソレ故本實験成績 ノ ミカラハ淋

巴管系 ラ経 テ肺 二到 ル ト云 ヲ確實 ナ糠黙 ハ持 タ
'ナ
ィガ、角Ji{s)ノ・人型菌 テ縄腸接種 シテ、3週

目二腸間膜腺 バ ニ病愛 テ登見 シテヰル ノデ、

接種 サ レタ結核菌 ハ腸管 カラ淋巴管系 ニ ヨツテ

肺 二到達 スル コ トガ、可能性 ガ アル様 論考 ヘ ラ

鵯
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レル。全 身撒布 テ起 ス迄全 身 ノ淋 巴腺
、主要臓

器及 ビ血液 カラ全然菌 ラ讃明 シ得 ナ ヵツタコ ト

ハ、第一編 輪述 ペ タ如 ク
、rラ+.」テJ二 人彊株 テ接

種 シタ場合、全 身撒布 テ知 ル前 二、全然菌 ヲ白

鼠艦 内二謹 明 シ得 ナ カツタ時期 ノアツタコ ト、

叉人禮 二於 テハRankeノ 第 二期 二全 ク自魔症

ノナ イコ トガ アル コ トト照合 シテ與 味 アノレ事實

ヂ番ルガ、其 ノ機轄ハ今後 ノ研 究ニ ヨラナケ レ

バ詮明 シ得 ナ ィ
。 要 スルニ著者ハ牛型菌 テ経腸

接種 シタ場合 ハ4週 間後 一・一肺及 ビ肺門腺 二結核

菌 ノ」曾殖 シテヰルコ トテ認 メタe同 時 二全 身撒

布 シテヰル コト痴 ツタ.コ ノ事實 ノ接 種菌株

ノ培養 日藪 トハ關係 ナ ク現ハ レタ
。 只誇 明 サ レ

タ菌敷 ハ陳蕗培 養菌接種 ノ際 ハ少薮 デアツタ
。

且此 ノ時期 迄ノ・全身 カ ラ菌 ン・謹明 サ レナ カツ

タ。 而 テ5週 目モ亦全 身 カ ラ菌ハ 謹萌 サ レタ

夙7週 目ニノ、再 ビ全 ク陰性 トナ リ、9週 目ニノ、

腹 膣内淋 巴腺 ノ ミr根 局 シタノヲ認 メタ.人 型

菌 ヲ接種 シタ場 合ハ牛型菌 ヨ リ進展速度 ノ・遅 イ

ガ、 同様 ノ経路 テ トルモ ノ ト想像 サ レル
。即 チ

第4週 二肺門腺 ノ ミユ菌 ハ讃明 サ レ、5週 間》・

全 身二陰性 デ、第7、 第9週 二肺 ノ ミカラ讃明
な

サ レタe第9週 デハ肺二可成 リ多藪 ノ菌 ガ認 メ

ラレタ ノデ更 二長期間観察 スルナラバ全身撒布

ノ状 ガ認 メ ラレルデ アロウ ト考ヘ ラレル
。

著者 ノ實験成績(第1編 乃至第3編)ト 常教 室二

於 ケル實験 醐 チフ勾 性疾 患 ノ實験成績 ト比較

スル ニ、實験 的「チ フス」性疾患 デノ・局所淋 巴腺

デ第一次病 竈 テ形成 シ、次 デ同…・腺叉 ノ、他 ノ淋

巴腺或 ハ臓 器二蓮 バ レテ、鉱 二第 二次病竈 ヲ作

ル コ トガ明 デアル ガ、結核菌 デノ・局所淋 巴腺 ガ

第一次病竈 プ作 リ、次 デ第 二次病竈 テ他 ノ淋 巴

腺或 ハ臓 器二起 ス關係 ガ明瞭 デハナ イ。即 チ局

所 淋巴腺 テ通過 スル コ トハ認 メ ラ レノセガ、弦 デ

壇殖 スル コ トガナ 久 或 ル期間後 二急速 二全身

二蔚 ノ撒 布 スル歌 ザ認 メラの レ
。

五、結 論

著者 ハ家 兎二「カテー テルJテ 用 ヒテ、結核 菌 ノ

縄腸感染試験 テ行 ヒ、次 ノ結果 テ得 タ。

(1)`牛 型 菌、入型菌 ヲ接種 シ、9週 迄 観察 スル

ニ多 クノ・特別 ナル臨 沐的障碍 テ認 メナ イ
。

(2)爾 型 ヂ通 ジテ 肉眼的aハ 肺 一 最 モ顯著 ナ

攣化 ガ現 レルガ、牛型菌 デハ第4週 、天型菌 デ

ハ第7週 カラ起 ル
。

(3>牛 型 菌接種群 ハ4週 目二 突然全 身撒布 ヲ

起 シテヰル コ トテ知 ル。 ソ レ迄 ノ期間 ハ全淋 巴

腺 臓器或 ノ・血液 カ ラ全 ク菌 テ謹明 シナ イ。而

テ全 身撒布 ヲ知 ル時期 ニハ肺及 ビ肺門淋巴腺二

最 モ多敷 ノ菌 テ讃明 シ、組織 學的 ニモ肺 ガ最 モ

陳菖病竈 デァルコトヲ示 シテヰル。而ヂ第9週

ニハ腹膣内淋 巴腺ニノミ菌ハ讃明サレル
。陳藷

培養 ノ菌テ接種 シタ實験 デモ、4週 目二全身撒

布ガ起ルガ、此 ノ際培養サレル菌激ノ・新鮮培養

菌ヲ接種 シタ場合ヨリ少 イ。

(4)人 型菌接種群デノ・第4週 二肺門腺二、第
7週 ・第9週 二肺 カラノミ菌 テ謹明 シタ。

欄筆スルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲

テ賜 ヒシ、恩甑 小林教授二深甚ナノレ感謝 ノ意

テ表 シ、病理組織墨的所見二關 シテノ・慶慮義塾

大學醤學部内科學教室小澤三雄博士 ノ維大ナル

御援助 テ得 タルコトテ深謝 ス。
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